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1. 2022年9月期第3四半期の業績（2021年10月1日～2022年6月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 16,472 22.2 1,056 △16.8 1,230 △14.2 795 △9.2

2021年9月期第3四半期 13,484 △10.0 1,270 26.4 1,434 28.1 875 21.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年9月期第3四半期 274.50 ―

2021年9月期第3四半期 303.21 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 31,353 25,573 81.6

2021年9月期 29,224 24,961 85.4

（参考）自己資本 2022年9月期第3四半期 25,573百万円 2021年9月期 24,961百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年9月期 ― 0.00 ― 80.00 80.00

2022年9月期 ― 0.00 ―

2022年9月期（予想） 80.00 80.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 9月期の業績予想（2021年10月 1日～2022年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,200 ― 1,300 ― 1,500 ― 1,000 ― 345.28

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

(注)　2022年９月期期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しているため、上記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の
金額となっており、対前期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年9月期3Q 3,000,000 株 2021年9月期 3,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年9月期3Q 101,467 株 2021年9月期 108,239 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年9月期3Q 2,896,241 株 2021年9月期3Q 2,888,993 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信(添付資料)２ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルスの新規感染者数が抑制され、防疫と経済活動

の両立が進む兆しが見えてきた一方で、急激な為替相場の変動や、悪化する海外情勢の長期化、エネルギー価格や

原材料価格の高騰等、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

当業界におきましては、鉄骨需要の回復傾向が引き続き顕著にみられるようになっているものの、鋼材価格をは

じめとする原材料価格は引続き高水準で推移しております。難航するゼネコンとの価格交渉と、メーカー、流通筋

の値上げ姿勢に挟まれ、当社を取り巻く経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

このような環境のなか、当社は受注活動に鋭意努力した結果、当第３四半期の受注高は、前年同四半期比60.8％

増の27,005百万円となりました。

完成工事高は、工場の稼働率向上及び収益認識基準の適用（原価回収基準）により前年同四半期比22.2％増の

16,472百万円となりました。

損益面については、営業利益1,056百万円（前年同四半期比16.8％減）、経常利益1,230百万円（前年同四半期比

14.2％減）、四半期純利益は795百万円（前年同四半期比9.2％減）となりました。

引き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策の継続的な徹底と工場稼働率維持の両立等を最重要経営課

題として認識し、計画的な受注及び収益の確保を目指して参ります。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末の29,224百万円から31,353百万円と2,128百万円増加しまし

た。その主な要因は、未成工事支出金及び有形固定資産が減少したものの、現金預金、受取手形・完成工事未収入

金及び投資有価証券等が増加した事によるものであります。

総負債は、工事未払金等の増加により、前事業年度末比1,515百万円増加し5,779百万円となりました。

純資産は、利益剰余金の増加により、前事業年度末比612百万円増加し25,573百万円となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年９月期の決算予想につきましては、2022年7月25日に公表しました業績予想から変更しておりません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年９月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 6,279,845 7,800,241

受取手形・完成工事未収入金 13,696,267 14,384,375

未成工事支出金 592,567 ―

材料貯蔵品 498,843 680,910

未収入金 12,775 18,831

その他 24,280 61,391

流動資産合計 21,104,580 22,945,750

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,167,336 2,103,255

機械・運搬具（純額） 1,314,389 1,196,541

土地 3,458,404 3,458,404

その他（純額） 70,302 84,068

有形固定資産合計 7,010,432 6,842,270

無形固定資産 20,015 26,967

投資その他の資産

投資有価証券 725,086 1,191,420

その他 391,109 373,635

貸倒引当金 △26,428 △26,498

投資その他の資産合計 1,089,767 1,538,556

固定資産合計 8,120,215 8,407,795

資産合計 29,224,796 31,353,546

負債の部

流動負債

工事未払金 3,123,492 3,888,589

未払法人税等 198,265 170,060

工事損失引当金 ― 51,197

賞与引当金 125,384 92,621

その他 532,524 1,293,101

流動負債合計 3,979,667 5,495,570

固定負債

退職給付引当金 200,926 204,085

その他 83,125 79,955

固定負債合計 284,051 284,041

負債合計 4,263,719 5,779,611
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年９月30日)

当第３四半期会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 955,491 955,491

資本剰余金 582,673 589,380

利益剰余金 23,370,913 23,920,964

自己株式 △203,231 △190,408

株主資本合計 24,705,846 25,275,426

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 255,229 298,507

評価・換算差額等合計 255,229 298,507

純資産合計 24,961,076 25,573,934

負債純資産合計 29,224,796 31,353,546
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年10月１日
　至 2021年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年６月30日)

完成工事高 13,484,116 16,472,287

完成工事原価 11,614,890 14,742,948

完成工事総利益 1,869,225 1,729,338

販売費及び一般管理費 598,953 672,936

営業利益 1,270,271 1,056,402

営業外収益

受取利息 7 14

受取配当金 23,424 37,013

不動産賃貸料 57,894 58,133

鉄屑売却益 55,356 99,491

その他 40,616 22,817

営業外収益合計 177,299 217,470

営業外費用

支払利息 611 375

賃貸費用 6,653 6,639

固定資産解体費用 2,996 28,660

その他 2,860 7,426

営業外費用合計 13,122 43,101

経常利益 1,434,448 1,230,771

特別損失

和解関連費用 210,000 ―

退職給付制度移行損失 151,289 ―

特別損失合計 361,289 ―

税引前四半期純利益 1,073,158 1,230,771

法人税等 197,198 435,759

四半期純利益 875,960 795,011
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算方法)

税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積も

り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

この適用により、従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その

他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間に

わたり移転する場合には、財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり

収益を認識する方法に変更しております。また、履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日ま

でに発生した工事原価が、予測される工事原価総額に占める割合に基づいて行っております。履行義務の充足に

係る進捗度を合理的に見積ることができないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基

準にて収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結果、当

第３四半期累計期間の完成工事高は274,337千円増加し、完成工事原価は299,107千円増加し、営業利益、経常利

益及び四半期純利益はそれぞれ24,769千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は13,628千円減少

しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響

はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症に関する会計上の見積り）

当社では、新型コロナウイルス感染症拡大防止策を徹底した上で事業を継続することを前提に、前事業年度の有

価証券報告書(追加情報)に記載した内容から重要な変更はありません。
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３．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

　① 生産実績

前第3四半期累計期間
(自 2020年10月１日
至 2021年６月30日)

当第3四半期累計期間
(自 2021年10月１日
至 2022年６月30日)

前事業年度
(自 2020年10月１日
至 2021年９月30日)

製品別
数量

(屯・m3)
金額
(千円)

構成比
(％)

数量
(屯・m3)

金額
(千円)

構成比
(％)

数量
(屯・m3)

金額
(千円)

構成比
(％)

鉄骨 36,822 12,747,560 94.7 47,234 15,567,819 94.5 52,506 17,904,573 94.5

プレキャスト
コンクリート

6,290 710,723 5.3 10,276 904,468 5.5 10,574 1,050,831 5.5

合計 ― 13,458,283 100.0 ― 16,472,287 100.0 ― 18,955,404 100.0

　② 受注状況

イ．受注高

前第3四半期累計期間
(自 2020年10月１日
至 2021年６月30日)

当第3四半期累計期間
(自 2021年10月１日
至 2022年６月30日)

前事業年度
(自 2020年10月１日
至 2021年９月30日)

製品別
数量

(屯・m3)
金額
(千円)

構成比
(％)

数量
(屯・m3)

金額
(千円)

構成比
(％)

数量
(屯・m3)

金額
(千円)

構成比
(％)

鉄骨 46,945 16,205,599 96.5 69,169 24,462,782 90.6 57,064 19,050,595 96.3

プレキャスト
コンクリート

7,327 590,370 3.5 25,875 2,542,701 9.4 9,425 724,247 3.7

合計 ― 16,795,970 100.0 ― 27,005,484 100.0 ― 19,774,842 100.0

ロ．受注残高

前第3四半期累計期間
(自 2020年10月１日
至 2021年６月30日)

当第3四半期累計期間
(自 2021年10月１日
至 2022年６月30日)

前事業年度
(自 2020年10月１日
至 2021年９月30日)

製品別
数量

(屯・m3)
金額
(千円)

構成比
(％)

数量
(屯・m3)

金額
(千円)

構成比
(％)

数量
(屯・m3)

金額
(千円)

構成比
(％)

鉄骨 51,016 17,554,787 95.0 65,204 23,678,764 91.0 43,269 14,783,801 95.4

プレキャスト
コンクリート

10,130 921,952 5.0 23,510 2,347,609 9.0 7,911 709,376 4.6

合計 ― 18,476,739 100.0 ― 26,026,373 100.0 ― 15,493,177 100.0

③ 売上実績

前第3四半期累計期間
(自 2020年10月１日
至 2021年6月30日)

当第3四半期累計期間
(自 2021年10月１日
至 2022年６月30日)

前事業年度
(自 2020年10月１日
至 2021年９月30日)

製品別
数量

(屯・m3)
金額
(千円)

構成比
(％)

数量
(屯・m3)

金額
(千円)

構成比
(％)

数量
(屯・m3)

金額
(千円)

構成比
(％)

鉄骨 36,781 12,772,587 94.7 47,234 15,567,819 94.5 54,646 18,388,568 94.6

プレキャスト
コンクリート

6,290 711,528 5.3 10,276 904,468 5.5 10,607 1,057,981 5.4

合計 ― 13,484,116 100.0 ― 16,472,287 100.0 ― 19,446,549 100.0

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期会計期間の期首から

適用しており、前事業年度の売上高には、前事業年度において当該会計基準等を適用したと仮定して算定した場合の影

響額572百万円（「鉄骨」で546百万円、「プレキャストコンクリート」で26百万円）を含めた金額を記載しておりま

す。これにより、前事業年度の受注残高は、それぞれ当該影響額を控除した金額で記載しております。

　


